
小学校第６学年社会科学習指導案 

                     日時 平成２４年１１月２２日（木） 

                  指導者 ６年担任 教諭 恒松 龍治 

 

１ 単元名 わたしたちのくらしと政治「政治って、何だろう」 

（日本文教出版６年下 p4～p19） 

 

２ 単元について 

（１）ねらいについて 

本単元は、学習指導要領の内容（２）「我が国の政治の働きについて、次

のことを調査したり資料を活用したりして調べ、国民主権と関連付けて政治

は国民生活の安定と向上を図るために大切な働きをしていること、現在の我

が国の民主政治は日本国憲法の基本的な考え方に基づいていることを考え

るようにする。」の(ア)「国民生活には地方公共団体や国の政治の働きが反

映していること。」を受けて設定されている。 

   本単元の学習においては、地方公共団体と国の政治が国民生活と結びつ

いていることを実感できるようにすることが大切である。その上で、政治

が国民生活の安定と向上を図るために大切な働きをしていることに気付か

せることで、考えを深めることができると考える。 

    本単元では、村内にある福祉施設の建設の事例を柱にして、児童の主体

的な学習が展開されるよう単元を構成した。福祉施設（山江村福祉保健セン

ター「健康の駅」）は、高齢化が進む山江村住民からの強い願いで平成１８

年に建設された福祉施設である。児童が実際に利用した体験から感じること

を話し合わせたり、利用者の聞き取り調査、施設で働く人への聞き取り調査

により、村民の願いや利用の様子について話し合わせたりすることで、住民

の願いをかなえる政治の働きに目を向けていくようにする。さらに、国民生

活と国の政治のつながりとして、租税の役割、国会などの議会政治や選挙の

意味、国会・内閣・裁判所のそれぞれの働き、国民の司法参加、三権相互の

関連について学習する。 

   また、山江村では、高齢化社会による独居老人の増加とともに、自然災

害による孤立化といった大きな課題も抱えている。前半に学習した見方・

考え方を活用して、後半では、こうした自分の身の回りの公共的な事象に

対して「提案書」を作成することで、考えを論述する活動を取り入れ、児

童の公共的な事柄へ参画しようとする意欲や自分の考えを論理的に述べる

力を高めることが期待できる。 

 

 



（２）系統について 

３・４年      ５年         ６年         中学校 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）児童の実態について 

 ※ 省略 

 

（４）指導にあたって 

○ 村内にある福祉施設（健康の駅）を取り上げ、事前に体験学習を行うこ

とで興味・関心を高めるとともに、福祉施設の利用者の声や施設で働く人

の声を聞き取り調査し提示することで、課題意識をもたせ主体的に調べる

活動につなげていきたい。 

○ 調べて考えたことを出し合い共有しながら自分の考えを練り上げてい

くために、各時間に伝え合い学び合いのグループ学習を設定し、協働して

追究していく活動を取り入れる。 

○ 自分の考えと他の考えを比較したり関連させたりしながら聴き合い、

「なぜ」や「でも」のキーワードで相手の考えに「つなげ」て発言し、考

えを共有していくようにする。 

○ 単元の終末に、山江村が抱える他の事象に対する願いを実現するための

「提案書づくり」をする言語活動を設定し政治に参加する一人としての自

分を意識させることで、単元を通して児童が主体的に学び表現していける

ようにする。 

○ 伝え合い学び合いの中で児童から出た内容（考え）を板書し、記録して

いくことで、客観的な評価につなげていく。 

○ 自己評価を行い、学習を振り返る時間を設けることにより、児童一人一

人の社会的な思考力・判断力・表現力の深まりといった学習状況をつかむ

ことができるようにする。また、その状況により、支援が必要な児童に対

しては個別に対応し適切な支援を行うようにする。 
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（２）「我が国の政治の働きについて、次のことを調査したり資料を活用したりして

調べ、国民主権と関連付けて政治は国民生活の安定と向上を図るために大切な働

きをしていること、現在の我が国の民主政治は日本国憲法の基本的な考え方に基

づいていることを考えるようにする。」 

(ア)「国民生活には地方公共団体や国の政治の働きが反映していること。」  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元の目標 

      人々の願いを実現する地方公共団体の働きや国の支援、国の政治の働き、

国会・内閣・裁判所の働きと三権分立について、調査したり資料を活用し

たりして、政治は国民生活の安定と向上を図るために大切な働きをしてい

ることを考えるようにする。 

 

４ 単元の評価規準 

社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な思考・ 

判断・表現 

観察・資料活用 

の技能 

社会的事象につ

いての知識・理解 

国民生活の安

定と向上を図る

ための政治の働

きに関心をもっ

て追究し、調べた

ことをもとに、日

常生活における

政治の働きへの

関心を深めてい

る。 

政治はどのよ

うな働きをして

いるのか、学習問

題をつかみ、調べ

たことをもとに、

政治は人々の願

いをもとに行わ

れていることを

とらえ、適切な言

葉で表現してい

る。 

次のことにつ

いて、必要な情報

を集め、まとめて

いる。 

・地方公共団体や

国の政治の働

き 

・国会・内閣・裁

判所と三権分

立 

・国民の司法参

加、租税 

地方の政治も

国の政治も人々

の願いをもとに

進められている

こと、国の政治

は、国会・内閣・

裁判所の三権分

立を基本として

行われているこ

とを理解してい

る。 

 

 

 

ＩＣＴ活用のポイント 

①教師の活用ポイント 

 ・導入時には、地図帳の見方・使い方といった基礎的・基本的内容を本時の

学習と関連させながらスキル的に身に付けることができるように、デジタ

ル地図帳を活用する。 

 ・学習問題に対する予想を考える場面では、グラフや写真資料を電子黒板や

タブレットＰＣで提示し、児童が資料を関連させながら学び合うことがで

きるようにする。 

②児童の活用ポイント 

・考えを全体で練り上げる場面では、実物投影機で学習シートを映し出し

て、児童が「考えを共有」しながら、学びを広げ・深めることができる

ようにする。 



５ 単元の指導計画及び評価基準（１２時間取扱い：＋αは総学） 

時 学習活動 指導上の留意事項 関 思 技 知 評価基準・評価方法 

１ 山江村の人口

割合や住民の願

い、福祉施設の利

用の様子につい

て関心を持ち、調

査活動の計画を

立てる。 

 山江村の高齢化の

実態、それに伴う住民

の声、福祉施設の利用

の様子について話し

合い、関係する人たち

への調査活動の計画

を立てる。 

 

◎ 

 

○ 

  山江村の福祉に

ついて関心を持ち、

意欲的に調べよう

としている。 

【観察・ノート】 

２ 

＋

α 

福祉施設の見

学とともに調査

活動を行い、そこ

で抱いた疑問か

ら学習問題づく

りを行う。 

 福祉施設（「健康の

駅」）の見学活動や聞

き取り調査を行う中

で出てきた疑問を学

習問題へとつなげて

いくようにする。 

 

 

◎ 

 

○ 

  山江村の課題を

見つめ、願いの実現

に向けて抱いた疑

問を学習問題とし

て捉えようとして

いる。 

【観察・ノート】 

３ 公共施設の建

設と政治の働き

についての関係

を予想図に表し、

調べる計画を立

てる。 

 住民の願いによる

公共施設の建設は、誰

がどのようにして実

現していったのかを

予想して関係図に表

し、その予想をもとに

調べる計画を立てる。 

 

○ 

 

◎ 

 

 

 

 

政治の働きにつ

いてこれまでの経

験をもとに予想し、

調べる計画を立て

ることができる。 

【ノート】 

４ 役所（山江村役

場）で働く人への

聞き取り調査を

行い、村民の願い

がどのようにし

て実現していっ

たのか調べる。 

 役所の方にＧＴと

して来校してもらい、

村民の福祉に対する

願いが実現するまで

の流れを聞き取り調

査しながら、具体的な

例をもとに調べる。 

   

◎ 

 

 

○ 

聞き取り調査を

行い、地方公共団体

の政治のしくみと

願いが実現するま

での流れについて

情報を集めている。 

    【ノート】 

住民の願いは、誰がどのようにして実現していくのだろうか。 



５ 福祉施設の建

設と運営するた

めの費用につい

て、税金の働きを

調べる。 

役所の方に聞いた

建設するための費用

の内訳を提示し、税金

のしくみについて調

べるとともに、その役

割について考えるよ

うにする。 

  

 

 

◎ 

 

○ 

資料等による調

査をもとに、国民生

活と政治とのつな

がりを「税金」から

とらえ調べている。 

【ノート】 

６ 

＋ 

α 

村議会場を見

学し、議会の仕組

みについて調べ

る。 

 

 山江村の議会場を

見学するとともに、議

会ではどのような取

り組みを行っている

のか調べるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

○ 

見学活動と聞き

取り調査により、国

民生活と政治のつ

ながりを「議会」「選

挙」からとらえ調べ

ている。【ノート】 

７ 県議会や国の

関わり（国会の働

き）について調べ

る。 

福祉施設の建設に

国の予算も使われて

いることに気づかせ、

村議会のしくみと結

び付けながら、国会の

働きについて調べる

ようにする。 

   

◎ 

 

○ 

村議会のしくみ

と結び付けながら、

県議会や国会の働

きについて調べて

いる。【ノート】 

８ 国の大事な予

算を決めるしく

み（内閣・裁判所

の働き）について

調べる。 

 国の大事な予算を

決めるためには、国

会・内閣・裁判所が互

いの機能を働かせな

がら、慎重に決めてい

る三権分立のしくみ

について調べられる

ようにする。 

   

◎ 

 

○ 

内閣と裁判所の

働きについて調べ

るとともに、日本の

三権分立のしくみ

について調べてい

る。【ノート】 

９ 公共施設の建

設と政治の働き

について関係図

でまとめる。 

 前時までに追究し

てきたことを関係図

にまとめるとともに、

第３時の「見通す」で

予想を立てた関係図

と比べながら、自分の

調べ活動を振り返ら

せる。 

  

◎ 

  

○ 

調べてきた内容

を統合させて考え、

政治の働きについ

て関係図にまとめ

ることができてい

る。【ノート】 



10 自分の身の回

りの公共的な事

象について考え

る。 

 山江村が抱える自

然災害と独居老人へ

の支援という課題を

取り上げ、福祉に対す

る願いを実現してい

った政治の働きにつ

いての見方・考え方に

ゆさぶりをかけて考

えるようにする。 

 

 

○ 

 

◎ 

  これまで獲得し

た見方・考え方をも

とに、自然災害と福

祉の課題である新

しい事象について

意欲的に考えてい

る。【ノート】 

11 提案書を作成

する。 

 前時の課題を解決

するためにどのよう

に政治が解決してい

けばいいかを考えさ

せ、提案書にまとめる

ようにする。 

  

◎ 

 

○ 

 作品づくりを通

して自分の考えを

表現している。 

【作品】 

12 作成した提案

書をもとに自分

の考えを伝え合

いながら、よりよ

い提案を考える。 

 自分の作成した提

案 を 協 働 で 伝 え 合

い・学び合いながら、

よりよい提案を考え、

山江村に提言してい

けるようにする。 

 

○ 

 

◎ 

  お互いの考えを

比較検討しながら

自分の考えを修正

し、表現している。 

【作品】 

 

 

 

 

  

 

 

 

６ 本時の展開 

（１）目標   住民の願いが実現されるまでのしくみについて、これまでの経

験を生かして予想することができる。 

 

土砂災害で一人暮らしの老人が危ない！あなたならどうする？ 



（２）展開 

過

程 

学習活動、主な発問（Ｔ） 

予想される児童の反応（Ｃ） 
指導上の留意点・評価 

備考 

ICT 活用 

導

入 

５

分 

１ 前時の学習内容を振り返る。 

(T)この学習は山江村が抱える

どんな問題点から始まりま

したか。 

(C)人口ピラミッドに見られた

ように少子高齢化から考え

てきました。 

２ 本時のめあてをつかむ。 

○前時までの聞き取り調査の学習

を振り返るとともに住民の意識

調査の結果を提示し、住民の願

いをとらえさせる。 

○山江村の「健康の駅」は住民の

願いが実現してできた施設であ

ることを確認し、課題意識を高

める。 

電子黒板 

展

開 

35 

分 

２ 実現するまでのしくみにつ

いて、考える。 

 

 

 

(１)施設建設費用の内訳から、関

わりのある機関をおさえる。 

(T)考えるときには建設費用を

示すこのグラフから考えて

みましょう。 

 

 

(２)自分の考えを図解表現など

を使って分かりやすくノー

トに書く。 

(T)願いが実現していくまでの

流れを予想して書く場合は、

図解表現を使って、相手に分

かりやすく伝わるように書

きましょう。 

 

３ 予想を学び合いで考える。 

(１) グループで話し合う。 

(２) 全体（一斉）で話し合う。 

 

 

 

 

 

 

○前時に児童から出された課題を

問いかけ、意欲的に考えること

ができるようにする。 

 

徹底指導（ポイント） 

○住民の願いで建設された「健康

の駅」の建設にかかった費用の

内訳を示したグラフを提示し、

実現するまでに関わっている機

関をキーワードでおさえさせ

る。 

能動型学習（ポイント） 

○これまでの生活経験・学習経験

や、建設費用の内訳などの資料

から自分の考えをもち、グルー

プ・一斉と協働で考えながら、

考えを広げ・深めていくように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレッ

トＰＣ 

 

 

 

ノート 

 

 

 

 

 

 

電子黒板 

実物投影

機 

【言語活動】（話し合い活動） 

 願いが実現するまでのしく

みを予想し、考えを伝え合いな

がら、自分の考えを広げ・深め

ていく。 

めあて 住民の願いが実現するまでのしくみについて考えよう。 

住民の願いは、どうやって

実現されるのかな？ 

◆思考・判断・表現 (ノート) 

Ｂ基準願いが実現するまでのし

くみについて、これまでの経

験をもとに予想して考えるこ

とができている。 



(C)歴史でも学んだけど政治は議

会で決まっていくのだと思い

ます。 

(C)費用内訳のグラフにあるよう

に、国と県も関わっていると

思います。 

Ａ基準Ｂ基準に加え、根拠を示し

ながら自分の考えを書いてい

る。 

〈Ｂ基準に達していない児童への手立て〉 

・個別に言葉掛けを行い、関わりのあ

る機関のキーワードを想起させて、

図解表現の例を示しながら考えさせ

る。 

終

末 

５ 

分 

４ 学習のまとめをして、次時の

学習の見通しを持つ。 

○今日の学習で予想した考えをも

とに、調べる対象を絞り込ませ

て、追究していく計画を持つこ

とができるようにまとめ、次時

への意欲を高めるようにする。 

 

 


